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は じめ に

ここ数年、書 きことばの敬語の実態を知る

ため、新聞の皇室関係記事の尊敬表現の表れ

方 を調査 しているが(注1)、今回は1993年6月

9日 の皇太子成婚関係の記事 を、1959年4月

10日の現天皇の成婚関係の記事と比較 しなが

らまとめてみた。

以下に掲げる調査対象の新聞で、新聞社 と

それに属する記者による記事の中の皇室の人

物の行為 ・動作 ・所有物などを伝える部分を

パ ソコンに入れ、項 目ごとに分析するという

方法 をとった。なお、記事の中で も、関係者

の談話や記者以外の人物の寄稿文などは、新

聞社の敬語の意識をみるには適さないとして

除外 した。

調 査 対 象 紙

『朝 日新 聞 』(以 下 『朝 日』)
、 『毎 日新 聞』

(以 下 『毎 日』)、 『日本 経 済 新 聞』(以 下

『日経 』)
、 『産 經 新 聞 』(以 下 『産経 』)、 『讀

賣 新 聞』

表159年 呼称

朝 日 毎 日 日経 産経
二士士
P冗冗

天皇陛下 3 0 5 3 1

陛下 1 0 1 1 1

天皇 3 0 0 1 1

皇后陛下 1 0 3 1 0

皇后 さま 1 1 2 0 3

皇后 1 0 0 0 1

皇太子殿下 1 6 27 2 1

殿下 0 2 1 0 0

皇太子さま 33 25 2 65 21

皇太子 10 1 1 23 32

皇太子妃美智子殿下 0 1 0 0 2

美智子妃殿下 1 4 5 0 3

妃殿下 4 1 6 0 2

お妃 1 0 1 1 0

美智子さま 27 0 0 0 0

美智子さん 13 30 15 87 55

正田美智子さん 2 3 3 7 3

義宮 さま 1 5 2 1 2

義宮 1 0 1 0 0

清宮 1 1 0 0 0

天皇皇后両陛下 3 0 5 3 1

.両陛 下 8 8 7 5 8

皇太子殿下ご夫妻 0 1 0 0 0

皇太子ご夫妻 7 0 0 1 0

お二人 35 17 22 46 33
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表293年 呼称

朝 日 毎 日 日経 産経 芸士士巨冗冗

天皇陛下 Z 1 8 3 4

陛下 1 0 0 5 3

皇后陛下 1 2 0 0 0

皇后美智子さま 0 1
噛0

0 0

皇后 さま 1 2 6 7 8

美智子 さま 1 2 4 0 0

美智子さん 0 0 1 0 0

皇太子殿下 0 0 1 18 4

皇太子さま 40 75 119 102 70

皇太子 2 4 2 2 5

皇太子妃殿下 0 0 0 1 0

皇太子妃雅子殿下 0 1 1 1 0

妃殿下 1 0 0 0 0

皇太子妃 1 0 1 1 2

お妃 1 0 0 0 0

雅子 さま 45 71 55 78 59

雅子 さん 16 34 58 34 29

小和田雅子さま 0 1 1 0 2

小和田雅子さん 3 5 8 8 4

秋篠宮さま 0 0 2 0 0

秋篠宮紀子さま 1 0 0 0 1

紀宮 さま 0 0 2 0 2

天皇皇后両陛下 21. 8 14 19 10

天皇 ・皇后 1 0 0 0 0

両陛下 10 8 21 26 21

天皇ご夫妻 2 0 0 0 0

皇太子さまご夫妻 0 0 0 0 1

皇太子ご夫妻 3 6 7 14 5

ご夫妻 1 0 0 0 0

お二人 30 33 67 17 58

二人 3 16 13 0 1

秋篠宮ご夫妻 2 1 3 3 4

(以下 『読 売 』)の1993年6月9日 朝 ・夕 刊

の 東 京 最 終 版 。

『朝 日』 『毎 日』 『日経 』 『読 売 』 の縮 刷 版 の

1959年4月10日 朝 ・夕 刊 と、 同 日 の 『産

経 』 の 国 会 図 書 館 の マ イ ク ロ フ ィル ム を複

写 した もの 。

対 象 と したペ ー ジ 数 は以 下 の とお りで 、

記 事 量 は93年 は59年 の2倍 強 で あ る。

嘲 日』 晦 日』 『日経』 『産経』 『読売』 計

1959年

4月10日 朝 ・夕
6 6 5 12 4 33

1993年

6月9日 朝 ・夕刊

10日朝刊

11 13 13 21 13 71

注1「 新 聞 の 敬 語 一 尊 敬 語 の 実 態 を探 る試

み と し て 一 」(『言 語 と 文 化 』2号 、

1989文 教 大 学 言 語 文 化 研 究 所)「 新

聞 の 尊 敬 表 現 一1989年1月7、8日 の

新 聞 か ら一 」(『文教 大 学 国文 』19号 、

1990)

1呼 称

「皇 太 子 」 と呼 ぶ か 厂皇 太 子 さ ま」 と呼 ん

で い る か 、 な ど人物 の 呼 び方 の違 い と使 い分

け を59年93年 に 分 け て 新 聞 別 に み て い く。

(表1、 表2)

天 皇 、 皇 太 子 な どで 、59年 で は敬 称 のつ か

な い も の が 「天 皇 」5例 、 「皇 太 子 」67例 、

厂皇 后 」2例
、 「義 宮 」 「清 宮 」 に 各2例 み ら

れ た が 、93年 で ば 「皇 太 子 」15例 の み で 、他

の 人物 で 、 敬 称 をつ けず に呼 ん で い る例 は な

い 。 しか も、 この 「皇 太 子 」 も13例 は

① 今 の 天 皇 の 即 位 に伴 い 皇 太 子 に 。(『毎

日』93.6.9夕)

の よ う な地 位 と して の 「皇 太 子 」 で あ っ て 、

そ の 人 物 を指 す もの と して は

② 皇 太 子 の ご 結 婚 をお 祝 い す る(『 読 売 』

93.6.9)

1例 で あ る 。 「皇 太 子 の ご 結 婚 」 と い う語 句

も

③ 皇 太 子 の ご結 婚 は天 皇 ご夫 妻 以 来 で 三 十

四 年 ぶ り。(『朝 日』93.6.9夕)

の よ う な 文 脈 で 使 わ れ る と、 儀 式 と して の

「皇 太 子 の 結 婚 」 を述 べ て い て 、 徳 仁 とい う

皇 太 子 個 人 の こ と を指 して い る とは思 わ れ な

くな り、② も皇 太 子 本 人 にお 祝 い を述 べ て い

る の か 、 皇 室 全 体 へ お 祝 い を述 べ て い る のか

で 、 厂皇 太 子 」 の 内 容 が 微 妙 にず れ て くる。

59年 の 記 事 の

④ この 時 の皇 太 子 の 心 配 ぶ りは 大 変 な もの

(『産 経 』59.4.10)

の よ う な 直 接 そ の 人 物 を 指 して 敬 称 な しで

「皇 太 子 」 と呼 ん だ よ う な例 は93年 に はみ ら

れ な い 。93年 の 記 事 で は、 ④ の よ う な場 合 は
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すべて 「皇太子さま」 となっていて、敬称の

有無で敬意 をはかるとするなら、93年 の方が

敬意の高い語形が選ばれていることになる。

ただ し、 より高い敬意 を示す 「皇太子殿

下」 の語 は59年 の37例 から93年 の23例 へ と

減 っている。93年 の方が記事量が増えている

ことをあわせ考えると、 この減少は意味のあ

るものといえよう。

また、「お二人」「二人」に関しては、敬意

の接頭辞のつかない 「二人」は59年 では見 ら

れずすべて 「お二人」であるのに対 して、93

年では 「二人」が33例 使われ、「お二人」「二

人」の使用比は86.1%対13.9%で あった。す

なわち、「お二人」「二人」では93年 の方が59

年より敬意の低 い語形が多いことになる。

皇后については、59年 の皇后の呼称には、

良子という皇后本人の名前を出 したものは1

例 もなかったのに対 し、93年 には 「美智子 さ

ま/さ ん」 と個人名のものが皇后関連の語形

全体のうち25%あ った。93年 の皇后は、はじ

めての皇族貴族以外の皇太子妃ということで、

1958年 の婚約発表以後マスコ ミでその名が頻

繁に登場 し、名前が浸透 しているからであろ

う。 、

次に5.9年93年の皇太子の結婚の相手である

女性の呼称 について比べてみる。(表3)

表3

59 年 93 年
正田美智子さん

正田美智子さま

美智子さん

美智子さま

18

0

200

27

小和田雅子さん

小和田雅子さま

雅子さん

雅子さま

28

4

171

308
～ さ ん 計218

～ さ ま 計27
89.0%

11.0%

199

312

38.9%

61.1%

245 100 511 100

59年 は 「さ ん」 が 圧 倒 的 に 多 く89.0%で

あ っ た の に対 し、93年 は 厂さ ま」 の 方 が 多 く

な り6割 以 上 を 占 め て い る。

59年 の 厂美 智 子 さん/さ ま」 に つ い て は 、

「～ さ ま」 は 『朝 日』 だ け で
、 他 の4紙 は み

な 「～ さ ん 」 だ け を用 い て い て 、 「～ さ ま」

を用 い た例 は1例 もな い 。 『朝 日』 は 「天 皇 」

「皇 太 子 」 な ど
、 敬 称 の つ か な い 呼 称 も他 紙

よ り多 く、他 の4紙 よ り敬 語 使 用 が 少 な い と

み ら れ る が 、 「美 智 子 さ ま/さ ん」 に 関 して

は敬 意 の 高 い方 の接 尾辞 厂さ ま」 を用 い て い

る 。

また 、 こ の2人 の 配 偶 者 の 呼 称 と して は 、

結 婚 前 は 「さ ん」 で 結 婚 後 は 「さ ま」 との 使

い分 け もあ っ た よ う なの で 、 当 日の 新 聞 の 朝

刊 と夕刊 との 違 い をみ て み る 。(表4、 表5)

表459年 美智子 さん/美 智子 さま

4月10日 朝刊 4月10日 夕刊

美智子さん
正田
美智子さん

美智子 さま
正 田

美智子 さま
美智子さん

正田
美智子さん

美智子 さま
正田
美智子さま

『朝 日』

『毎 日』

『日経』

『産 経』

『読 売』

13

16

7

57

25

1

2

2

3

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

14

8

30

30

1

1

1

4

1

25

0

0

0

0

0

0

0

0

0

計 118 10 2 0 82 8 25 0

II



表593年 雅子 さん/雅 子 さま

93年 6月9日 朝刊 6月9日 夕刊 6月10日 朝刊

雅子さん
小和田

雅子さん
雅子さま

小和田

雅子さま
雅子さん

小和田

雅子さん
雅子さま

小和田

雅子さま
雅子さん

小和田

雅子さん
雅子さま

小和田

雅子さま
『朝 日』

『毎 日』

『日経』

『産経』

『読売』

16

33

58

34

29

3

5

8

8

4

0

1

1

7

0

0

0

0

Q

d

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

35

57

42

36

39

0

1

1

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

10

13

12

35

20

0

0

0

0

1

計 170 28 9 0 0 0 209 3 1 0 90 1

59年 で は 、 『朝 日』 の4月10日 夕 刊 が 結 婚

後 と して すべ て 「美 智 子 さ ま」 に切 り替 えた

こ とが 目立 つ 。 他 紙 は結 婚 の 前 後 に か か わ ら

ず 「美 智 子 さ ん」 で通 して い る。

93年 は 、6月9日 朝 刊 で は 、 『産 経 』 の

「雅 子 さ ま」7例 以 外 は ほ とん ど 「雅 子 さん 」

で あ っ た の が 、 同 日夕刊 で は5紙 一 斉 に す べ

て 「雅 子 さ ま」 に切 り替 え て い る。6月10日

も 『毎 日』 に1例 「雅 子 さん 」 が あ る 以 外 す

べ て 「雅 子 さ ま」 で あ る 。6,月9日 夕 刊 の

「雅 子 さ ま」209例 に対 し 「雅 子 さ ん」0の 見

事 な 切 り替 えぶ りは 、新 聞 問 の 自 由 な競 争 や 、

新 聞 記 者 とい う 自 由 な 言 論 を標 榜 す る 人 々 の

表 現 活 動 と し て は異 様 な 感 じ を受 け る 。

2行 為 を表 す語

2-1結 婚/ご 結婚

皇太子の結婚を報道する際に 「結婚」とす

るか、尊敬の意の接頭辞 「ご」を用いて 「ご

結婚」 とするか、が分かれるところである。

婚儀、成婚など類似の語も含めて、その語

形 を新聞別に調べてみた。(表6、 表7)

表659年 結婚/ご 結婚

59年 ご結婚 結婚
ご結婚

の 儀

結 婚

の 儀

ご 結

婚 式
黼式 ご纖 ご成婚

嘲 日』
『蜘 』

『日経』

『産経』

『読売』

4

3

11

17

12

1

2

0

2

2

0

0

0

1

0

1

1

0

0

1

1

0

4

2

5

5

1

0

0

0

1

1

1

0

1

0

1

0

0

0

0

47 7 1 3 16 2 3 1

表793年 結婚/ご 結婚

ご結婚 結 婚 繖昏の儀 結婚式 ご成婚
『朝 日』

『毎 日』

『日経 』

『産経 』

『読 売 』

5

5

3

28

13

2

3

6

9

13

0

2

5

3

3

1

0

0

0

1

0

0

2

0

1

54 33 13 2 3

59年 と93年 とで は 、93年 に 「ご」 の つ く形

(以 下 「尊 敬 形 」 と呼 ぶ)の 語 が 減 っ て い る

こ とが わ か る 。 全 体 で 尊 敬 形 と、 「ご」 の つ

か な い形(以 下 「ハ ダカ 形 」 と呼 ぶ)の 比 を

み る と、59年 で は尊 敬 形68例 に対 して ハ ダ カ

形12例 で 、 尊 敬 形 が 圧 倒 的 に多 い。93年 で は

尊 敬 形57例 対48例 で両 者 が接 近 して きて い る。

新 聞別 で は 『産 経 』 が59年93年 と も尊 敬 形

の 使 用 が 多 い 。93年 の 『日経』 は尊 敬 形5対

ハ ダ カ形11、 『読 売』 は14対17と 、 そ れ ぞ れ

ハ ダ カ形 の 方 が 多 く使 わ れ て い る。

2-2到 着/ご 到 着

こ こ で は

⑤ 皇 太 子 殿 下 は … を通 っ て ご 到 着 。(『 日

糸蚤』59.4.10)

⑥ 皇 太 子 さ ま も皇 居 に 到 着 。(『毎 日』93.

6.9)

の よ うに 、 述 部 の動 作 を名 詞 形 で 表 す 際 、 尊

敬 形 が使 わ れ るが 、 ハ ダ カ形 が 選 ば れ る か 、

を調 べ て み た 。 この種 の 表 現 は主 に見 出 しに

使 わ れ 、 また 記 事 文 の 中 で は文 末 に用 い られ

る新 聞 記 事 特 有 の用 法 と も い え る もの で あ る。

(表8)
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表8「 到着」 と 「ご到着」

59年 93年

尊 敬 形 ハ ダカ形
1

尊 敬 形 ハ ダカ形
『朝 日』

『毎 日』

『日経』

『産 経』

『量士坐卩冗冗 』・

4

8

11

4

4

1

2

4

3

6

1

3

1

30

7

16

22

26

16

20

計 3166.0% 1634.0% 4229,6% 10070.4

59年 と93年 とで 、 尊 敬 形 とハ ダ カ形 の使 用

比 が59年 は尊 敬 形 が ハ ダカ形 の 約2倍 で あ っ

た の が 、93年 で はハ ダ カ形 が約2 .倍 に な り、

ち ょ う ど逆 転 して い る。

新 聞別 で は 、59年 は 『読 売 』 以外 は、 尊 敬

形 の方 が 多 か っ た が 、93年 は 『産 経』 以 外 は

ハ ダ カ形 の 方 が 多 くな っ て い る。 『産 経』 だ

け が93年 も尊 敬 形 の 方 を多 く使 用 して い る 。

次 に こ れ ら の動 作 の 主 体 との 関連 をみ る 。

(表9)

つ ま り、

⑦ 両 陛 下 ご祝 福 。(『日経 』59.4.10)

⑧ 雅 子 さ ま は盃 を 受 け取 り一 献 の後 に皇 太

子 さ ま に 返 盃 。(『産 経 』93.6.9)

の よ う に人 物 に よ る扱 い の 差 が あ る の か 否 か

で あ る。 同 一 人 物 を指 す の に い くつ か の 呼 称

が 用 い ら れ て い る が 、 こ こで はそ れ ら を人 物

ご と に ま とめ て 名 前 で示 す の とにす る 。

表9人 物別にみる動作の名詞形の扱い

59年 93年

人 物 尊敬形 ハダカ形

1

人 物 尊敬形 ハダカ形

明仁 113
1

徳仁 1321

美智子 38 雅子 328

明仁+美智子 105 徳仁+雅 子 2242

裕仁+良子 50 明仁+美 智子 33

義宮 10 美智子 01

義宮+清宮 10 秋篠宮夫妻 13

明仁、美智子穂仁、雅子 01

皇族 01

計 3116
1

計 42100

59年 は全体では尊敬形の方がハダカ形よ り

多かったが、「美智子」の動作につ いてだけ

は、ハダカ形の方が多い。93年 でも 「徳仁」

のハダカ形が尊敬形の約12.1倍 であるのに対

し 「雅子」のハ ダカ形 は尊敬形の8.3倍 と、

皇太子に対する用語 とその配偶者に対する用

語で待遇の差が大 きい。「美智子」「雅子」の

待遇は 「さん/さ ま」の扱いの変化 と同 じよ

うに、結婚成立以前の動作 に尊敬形は使われ

ていないからである。

また、天皇夫妻の動作、行為としては、59

年 はすべて尊敬形、93年 も尊敬形、ハ ダカ形

同数で、他の人物に対するより尊敬形の使用

が多 くなっている。

3動 詞 の 敬 意 の レベ ル

動 詞 「帰 る」 を例 に とる と、 以 下 の 例 の よ

う に(1)「 お 帰 り に な る」(2)「 帰 ら れ る」(3)

「帰 る」 の3つ の レベ ル の待 遇 が あ る。

⑨ 人 々 の 歓 呼 に こた え なが ら東 宮 仮 御 所 に

お帰 り に な る(『 朝 日』59.4.10)

⑩ お二 人 が い っ た ん ご 自分 の席 に帰 られ る

と…次 に親 子 の サ カ ズ キ が 交 わ され 、(『朝

日d59.4.10)

⑪ 東 宮 仮 御 所 に帰 っ た 二 人 は … に 臨 ま れ た

(『毎 日』93.6.10)

新 聞 で は この3種 の レベ ル の うち ど れ が 多

く使 わ れ て い る の か 、新 聞 に よ る差 、 文 中 の

位 置 に よる 差 な どが あ る め か ど うか な ど を調

べ る。(1)は 「オ ・ゴ形 」(2)は 厂レル形 」(3)は

厂ハ ダ カ形 」 と呼 ぶ こ と にす る。 文 の 中 で の

使 わ れ 方 と して は⑨ の文 末 、 ⑩ ⑪ の文 中 の よ

うな もの が あ るが 、 以 下 は⑨ の よ うな 文 末 用

法 と、 文 中用 法 で は⑩ の よ う な接 続 用 法 、 ⑪

の よ う な連 体 修 飾 用 法 の3つ に限 っ て み て い

く。

3-1オ ・ゴ 形

まず 、 最 も敬 意 の 高 い レベ ル の オ ・ゴ形 の

使 わ れ 方 を59年 と93年 と で 比 べ て み る。(表

10)こ の 語 形 の 中 で 「ご らん に な る」 が 特 に

多 く使 わ れ て い るの で 、 そ の 例 数 を()内

に示 した 。
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表10新 聞別オ ・ゴ形の使用状況

嘲 日』 『毎 日』 『日経』 『産経』 『読売』 計
1959年

1993年

9(2)
Z(1)

17(5)
1(1)

5{2)
5(3)

5
5(3)

6(2)
z(2)

42(11)
15(10)

59年 と比 べ て93年 は 、 オ ・ゴ形 、 つ ま り、

敬 意 の レベ ル の 高 い 語 形 は大 輻 に減 って い る

こ とが わ か る 。 「ご ら ん に な る」 の 例 数 は ほ

と ん ど変 わ ら な い が 、93年 の 、 オ ・ゴ形 の大

部 分 は 「ご ら ん に な る」 で あ る こ と も わ か る 。

「ご らん に な る」 は 「見 る」 の 尊 敬 形 で あ る

が 、会 う→ お会 い に な る、 待 つ → お 待 ち に な

る な ど 「お一 に な る」 の 中 に動 詞 連 用 形 を入

れ て用 い る とい う意 識 的 に尊 敬 形 を作 る 思 考

経 路 で の 表 現 とい う よ り、見 る→ ご らん に な

る 、 と定 型 化 した もの と と ら え られ よ う。

ち な み に 、 「見 る」 の レル 形 で あ る 「見 ら

れ る」 の 語 形 を選 ん だ もの は

⑫ 皇 太 子 さ まは … 食 事 の あ と食 堂 で テ レ ビ を

み られ た が 、 美 智 子 さん の 小 さ い 時 か らの

ア ル バ ム が 出 る と ピザ を乗 り出 して 見 入 ら

れ た。(『読 売 』59.4.10夕)

の1例 の み で あ っ た。

以上の、オ ・ゴ形で表現された主体を動作

主別にみると以下のようになる。(表11)

表11人 物別 オ ・ゴ形使用状況

59年 93年

明仁11

明仁+美 智子14

美智子2

裕仁1

裕仁+良 子10

その他4

徳仁4

徳仁+雅 子6

雅子1

明仁+美 智子4

計42 15

天 皇 ・皇 后 を動 作 主 とす る もの が 、59年42

例 中11例 、93年15例 中4例 で 、 全 体 の27%を

占 め て い る 。 天 皇 ・皇 后 を動 作 主 体 とす る表

現 よ り皇 太 子 夫 妻 の もの が は る か に多 い こ と

を考 え る と、 こ の率 は 高 い と み て よ く、 つ ま

り、 天 皇 ・皇 后 の動 作 を高 い レベ ル の 尊 敬 表

現 で 示 して い る こ とが わ か る。

次 に 同 じ動 詞 で の レル 形 、 ハ ダカ形 との 使

わ れ 方 をみ る こ とに す る 。(59年 は2回 以 上 、

の もの 、93年 は全 語 に つ い て み る 。 人 物 名 は

表11で 記 し た もの の 、 上 の1文 字 ず つ を と っ

て 記 す 。)

オ ・ ゴ 形 レ ル 形 ハ ダ カ 形

59年

会 う 2(明1美1) 0 1(明+美1)

帰る 3(裕1,明+美2) 1(明+美) 1(美1)

示す 2(明+美1,義 宮+清 宮1) 0 0

出る 2(明1,裕+良1) 5(明+美4,明1) 5(美5)

のむ 2(明+美2) 1(美) 3(明+美1,美2)

入る 3(明+美2,美1) 10(明+美4,明5,美1) 10(明+美1,明1,美6,裕+良

+明+美2)

見る 11(裕+良6,明3,明+美1,ご 1(明) 1(明)

一 家1)

93年

会 う 2(徳+雅1,徳1) 2(徳+雅2) 0

うける 1(雅) 12(徳+雅9,徳2,雅1) 7(徳+雅4,徳1,雅2)

出る 1(徳+雅) 5(徳+雅3,徳1,雅1) 1(徳)

見せる 1(徳+雅) 9(徳+雅4,徳2,雅3) 4(徳+雅1,徳2,雅1)

見 る 10(明+美4,徳+雅3,徳3) 0 1(徳+雅)
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以 上 、 同 じ動 詞 で 敬 意 の レベ ル の 異 な る語 形

の 使 わ れ方 を み る と 、 厂見 る 」 で は、 レベ ル

の 最 も高 い 「ご らん に な る」 に集 中 して い る

こ とが わか る 。 す な わ ち 、 オ ・ゴ形 、 レル 形

の うち の 敬 意 の 高 い 方 を選 ん だ と い う よ り、

「見 る」 の 尊 敬 形 は 「ご ら ん に な る
」 と して 、

こ の語 形 を選 ん で い る もの と思 わ れ る。 ハ ダ

カ形 も他 の 動 詞 に 比 べ て 少 な い 。

59年 の 厂入 る」 の オ ・ゴ形3に 対 して レル

形 、 ハ ダカ 形20、93年 の 「受 け る」 の オ ・ゴ

形1に 対 し て レ ル 形 、 ハ ダ カ 形12例 、 「見 せ

る」 の オ ・ゴ形1に 対 して レル形 、 ハ ダ カ形

13例 な どで み る と 、 同 じ動 詞 で もオ ・ゴ 形 が

選 ば れ るの は非 常 に少 な い こ とが わ か る 。

人物 別 で は 、 天 皇 ・皇 后 を主 体 とす る もの

は59年 の オ ・ゴ形11例 、93年 で は4例 で あ っ

た が ・ 同 じ動 詞 で み る か ぎ り、 レル 形 、 ハ ダ

カ形 の例 は な い。 つ ま り、 天 皇 ・皇 后 に対 し

て は オ ・ゴ 形 が 使 わ れ る頻 度 が 高 い こ とが わ

か る。

次 に 同 じ人 物 の 同 じ動 作 を表 わ す の に3種

の レベ ル を 用 い て い る もの を示 す 。 ・

59年 、 主 体 厂明 仁+美 智 子 」 の例

⑬ お 二 人 は す で に 内 陣 にお は い りに な り実

際 の お 姿 は す だ れ の奥 へ か くれ て し ま った 。

(『毎 日』59.4.10夕)

⑭ そ こへ 両 殿 下 が 並 ん で入 られ … 前 に 進 ま

れ る。(『読 売 』59.4.10)

⑮ 盛 儀 を と との え 終 っ た お二 人 は… を 出 て

… に入 る
0(『 読 売 』59.4.10)

93年 「徳仁+雅 子」の例

⑯ご夫妻となられたばか りの皇太子殿下 と

同妃雅子殿下が初めておそろいで姿 をお見

せになり…(『 産経』93.6.10)

⑰ ご結婚後初めて姿 を見せ られる瞬間だ

(『産経』93.6.9)

⑱儀式を終えた皇太子殿下 と雅子さんが姿

を見せる祝賀パレー ドが。(『産経』93.6.

9)

59年 、93年 の例 とも同 じ場面の同じ人物の

同 じ動作 を伝 えるものである。 しかも93年の

は3種 のレベルとも同一新聞の例である。⑮

が文末で、ハダカ形で表していて、同 じ 『読

売』の⑭の文中がなぜ レル形になっているの

だろうか。 また、93年 の⑰⑱ はいずれも同 じ

『産経』の同 じ連体用法であるのにレベルが

異なる。同 じ新聞で一方は、オ ・ゴ形、他方

はハダカ形であるのは、記者の独 自の文章の

書 き方に一任 しているということだろうか。

いずれにせよ、このような実情 を見るかぎり、

尊敬形 を多用 している 『産経』であっても、

すべて皇室 ・皇族の人物にいつでも、'必ず尊

敬形を使わなければいけないと考えているの

ではないことがわかる。

3-3

次 に全体の動詞が3種 のどの レベルで表さ

れているかを新聞別にみて、レベル別の比率

を出してみる。(表12)

表1.23種 の レベルの新聞別使用状 況

嘲 日』 『毎 日』 『日 経』 『産 経』 『読 売』 平 均
1959 1993 1959 1993 1959 1993 1959 1993 1959 1993 1959 1993

オ ・ゴ形
10

(9.5%)
2

(1.4%)
17

(19.3%)

1

(o.s/)

5

(4.8%)
5

(2.0/)
4

(Z.s/)

5

(1.6%)

6

(4.9%)

2

(1.1/)

42

(7.4%)
15

(1.4%)

レ ル 形
36

(34.3%)

7

(5.0%)
35

(39.8%)
56

(36.1%)
52

(49.5%)

89

(36.2%)
75

(52.4%)
219

(69.1%)
31

(25.2%)

70

(38.5%)

229

(40.6%)

441

(42.4%)

ハダカ形
59

(56.2%)

131

(93.6%)

36

(40.9%)
98

(63.2%)
48

(45.7%)

152

(si.s/)

64

(44.8%)
93

(29.3%)
86

(69.9%)

110

(60.4%)

293

(52.0%)

5{甦

(56.2%)

計
工05

(100%)

140

(loop)

88

(loop)

155 105 246 143 317 123 182 564 1040
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3種 の レベ ル の 比 率 は 、59年 で は オ ・ゴ形 が

7.4%使 わ れ て い たの に対 し、93年 で は1.4%

に減 っ て い る。 ハ ダカ 形 につ い て は 、 全 体 で

59年 か ら93年 へ の 増 加 は4%で あ るが 、 『朝

日』 『毎 日』 『日経 』 で の 増 え 方 は 著 し い。

『産 経 』 は93年 の 方 が 減 っ て お り
、 ま た 『産

経 』 が 他 紙 よ り記 事 量 が 多 い た め 、 全 体 と し

て の増 加 が4%に と ど ま って い る の で あ る。

59年 で ハ ダ カ 形 が い ち ば ん 多 か っ た の は

『読 売 』 で7割 を 占 め て い た が 、93年 で は

『朝 日』 が93 .6%を 占 め る に い た っ て い る 。

つ ま り 『朝 日』 ぽ 、 皇 室 関係 の 人物 の 動 作 ・

行 為 を表 す 動 詞 の ほ と ん ど に敬 語 を用 い て い

な い とい う こ とで あ る。

こ れ に対 して 、 『産 経 』 は59年93年 と もハ

ダ カ形 の 比 率 が 最 も低 く、93年 で も29.3%、

す な わ ち 約7割 の動 詞 は敬 語 を 用 い て い る 、

と い う こ と に な る。 こ の よ う に 、敬 語 形 の使

用 率 の 高 い 『産 経 』 で あ るが 、 オ ・ゴ形 に 関

して は59年 で は4例 で5紙 中最 も少 な く、93

年 で も 『日経 』 と同 じ5例 で特 に 多 い とい う

わ け で は な い。 つ ま り 『産 経 』 は 尊 敬 形 は 多

く使 っ て い るが 、 レベ ル の高 い 語 形 は そ れ ほ

ど多 く使 って い な い と い うこ と にな る。

次 に こ れ らの 動 詞 の 、文 中 で の 使 わ れ 方 を

み て い く。

⑲ と こ ろが 皇 太 子 さ ま と雅 子 さ ま は 四十 回

以 上 もお 会 い に な った 。(『 日経 』93.6.

10)

⑳ 皇 太 子 さ ま は 玄 関 に姿 をみ せ た(『 朝 日』

93.6.9夕)

⑳ 美 智 子 さ ん と固 め の 盃 を ほ され 、 こ こ に

め で た く結 婚 が 成 立 した。(『 日経 』59.4.

10夕)

⑳ 笑 顔 で 別 れ を告 げ 、 自宅 を 出発 さ れ る雅

子 さ ま、(『産 経』93.6.9夕)

⑳ モ ーニ ング に 着 替 え られ た皇 太 子 殿 下 は

…(『 日経 』59 .4.10夕)

⑳ 洋 装 に着 替 え た お 二 人 は … 自動 車 で パ

レ ー ド。(『朝 日』93.6.9夕)

⑲ ⑳ は文 中 で 用 い られ た もの で⑲ は尊 敬 形 の

オ ・ゴ形 、 ⑳ は ハ ダ カ形 、⑳ ⑳ は 文 中 で 接 続

用 法 と して 用 い られ 、 ⑳ は尊 敬 形 の レ ル形 、

⑳ はハ ダ カ形 、⑳ ⑳ は連 体 修 飾 用 法 と して用

い られ 、 ⑳ は尊 敬 形 の レル形 、⑳ はハ ダ カ形

の例 で あ る。 、

文 中 で の位 置 ・用 法 と、 尊 敬 形 、 ハ ダ カ形

の使 い 分 け と ど う関 連 す るか を み るた め に 、

表13尊 敬形、ハ ダカ形の文 中での使 われ方

『朝 日』 『毎 日』 『日経 』 『産 経 』 『読 売』 計
59年

文
末

尊 敬 形
ハダカ形

1446.7%

1653.3%

2268.8%

1031.3%

2670.3%

1129.7%

44-72.1%

1727.9%

1843.9%

2356.1%

12461.7%

7738.3

文

中

接 続 用 法
尊 敬 形
ハダカ形

1636.4

2863.6

1356.5

1043.5

1941.3

2758.7

721.2

2678.8

919.1

:1・

6433.2

12966.8

連体修飾用法
尊 敬 形
ハダカ形

1651.6

1548.4

1751.5

1648.5

1254:5

1045.5

2857.1

2143.8

1028.6

2571.4

,..

8751.2

計
尊 敬 形 4643.8 5259.1 5754.3 7955.2 3730.1

ハ ダ カ 形 5956.2 3640.1 4845.7 6444.8 :.…

93年

文

末

尊 敬 形
ハダカ形

59.6

4790.4

3867.9

1832.1

5362.4

3237,.6

10491.2

108.8

4275.0

1425..0

24266.7

121.33.3

文

中

接 続 用 法
尊 敬 形
ハダカ形

00

40100.0

59.8

46'90.2

1324.1

4175.9

4850.0

4850:0

1217.4

5782.6

7825.2

23274.8

連体修飾用法
尊 敬 形
ハダカ形

48.3

4491.7

1429.2

3470.8

2826.2

7973.8

7066.7

3533.3

1831.6

3968.4

13436.7

23163.3

計
尊 敬 形 96.4 5736.8 9438.2 22270.5 7239.6

ハ ダ カ 形 13193.6 9863.2 15261.8 9329.5 11060.4
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位 置 ・用 法 別 に調 べ た 。 こ こで は 、 「オ ・ゴ」

形 と 「レル 」 形 を合 わせ た 尊 敬 形 と、 ハ ダ カ

形 とで 比 べ て い る。(表13)

こ の表 か ら次 の こ とが わ か る 。

(1)全体 的 に み て 文 末 と文 中 で は、 文 末 に 尊 敬

形 の 方 が 多 く、 文 中 で は ハ ダ カ形 の方 が 多

いo

(2)しか し、59年 の 『読 売 』 と 『朝 日』 は 文 末

もハ ダカ 形 の 方 が 多 か った 。

(3)文中 の接 続 用 法 と連 体 修 飾 用 法 とで は 、59

年 、93年 と も接 続 用 法 の 方 が ハ ダ カ形 が 多

い 。

(4)『朝 日』 は59年 も全 体 で ハ ダ カ形 の方 が 多

か っ た が 、93年 は そ れ が よ り進 んで 全 体 で

は140例 中9例 、6.4%だ け が 尊 敬 形 で あ っ

た。

(5)『毎 日』 『日経 』 は59年 は 文 末 文 中 と も尊

敬 形 の 方 が 多 か っ たが 、93年 は文 中で は ハ

ダ カ形 の 方 が 多 くな っ て い る 。

(6)『産 経 』 は59年 は接 続 用 法 で ハ ダ カ形 の 方

が 多 か っ たが 、93年 は文 中 文 末 と も尊 敬 形

が 増 え 、 全 体 と して も59年 よ り93年 の方 が

尊 敬 形 が 多 くな っ て い る 。

(7)『読 売 』 は59年 は文 末 で ハ ダカ 形 の 方 が 多

く、 全 体 で もハ ダ カ形 が約70%を 占 め て い

た の に対 し、93年 で は文 末 で 尊 敬 形 の方 が

多 くな り、 全 体 で もハ ダ カ形 は約60%と59

年 よ り10%減 って い る 。93年 の 方 が 尊 敬 形

の使 用 が 多 くな っ て い る 。

以 上 か ら、59年 と93年 とで 、動 詞 につ い て

は 、 『朝 日』 『毎 日』 『日 経 』 は 敬 語 使 用 が

減 って い る が 、 『産 経 』 『読 売 』 は 敬 語 使 用 が

増 えて い る こ とが わ か る。

3-4補 助動詞 を伴 う動詞句の尊敬形の位

置

補助動詞 を伴 う動詞句では、

⑳皇太子 さまも……論文を書いてお られる

(『日経』93.6.9)

⑳(雅 子 さんは)書 道茶道なども身につけ

られ て い る(『 産 経 』93.6.9)

の よ う に2種 類 の 敬 意 の 表 し方 が あ る 。 ⑳ の

よ う に補 助 動 詞 部 分 を尊 敬 形 に して い る か 、

⑳ の よ うに本 動 詞 部 分 を 尊敬 形 に して い る か 、

で あ る。 ⑳ の よ う な タ イ プ をAタ イ プ 、 ⑳

の よ う なの をBタ イ プ と して ま と め る。(表

13)

表13補 助動詞を伴う動詞句の尊敬形の位置

59年93年

A

タ
イ
プ

～て こ られ る10

～て おか れ る20

～て い ら っ し ゃる10

～て いか れ る32

～て お られ る41

計 11.3

O

B
タイ

フ

～(ら)れ て い る735

～(ら)れ て お り02

～(ら)れ て きた02

計 739

59年 はAタ イ プ11例 、Bタ イ プ7例 でAタ

イ プ の 方 が 多 い の に 対 して 、93年 で はBタ

イ プ の 方 が 圧 倒 的 に多 くな って い る。

た だ し

⑳ お 二 人 は …家 族像 を描 い て い か れ る だ ろ う

(『日経 』93.6.9)

の よ う に、 補 助 動 詞 「い く」 を含 む動 詞 句 は

Aタ イ プ しか 出 て こ な い 。 尊敬 形 の 使 わ れ る

位 置 が 補 助 動 詞 の種 類 に よ って も異 な る こ と

を 示 して い る。

一 まとめ一

同じ皇太子の結婚の記事で、皇室の人物に

対する待遇表現 に1959年 と1993年 とで違いが

あるのかどうか、現在の新聞の尊敬表現の実

情はどうかを調べてみた。

全体として敬語の使い方は減っているが、

呼称に関 しては 「さん/さ ま」、「皇太子/皇

太子 さま」などで敬意が高 くなっていること

が わかった。 このこ とを記事 の例で示す。

(は ハダカ形、==は 尊敬形)

⑱皇太子はすでにそのご要望をしばしば表

明してお られる(『産経』59.4.10)
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⑳かつて皇太子 さまは、… と知入に漏 らし

たことがある(『毎 日』93.6.9)

文体 としては、動詞やその人物に関する名

詞 をハダカ形にする93年 の記事 の方が簡潔で

ひきしまった感 じになっている。

『朝 日』 は新 聞の敬語 の使 い方 につ いて

「できるだけすっきりしたい」 として

具体的には、動詞の部分では敬語をで きる

だけ避けつつ、皇室典範の規定に沿った敬

称 の取 り扱 いを原則 とし、記事 の種類に

よって皇后陛下や各殿下を 「さま」にする

など、読者に親しみを感 じて もらうような

表現を使 うようにつ とめています(93.11.

28「読者 と新聞」欄)

と述べているが、同じ皇室典範に沿いながら

59年 は 「皇太子」 と敬称な しの例や 「美智子

さん」 と 「さん」づけがあったのに、93年 で

はすべて 「皇太子 さま」「雅子 さま」 と逆行

した結果 になっているのはどう理解すればよ

いのか。

「皇后陛下」 より 「皇后 さま」の方が親 し

みがこもっているのは認めるとして、「雅子

さん」より 「雅子さま」が親 しみが感 じられ

ると言えるだろうか。

94年2月6日 の 『朝 日』の22面 の9段 目に

は 「森滝さんお別れ会」 と 「雅子 さま異常な

し」の見出 しが隣 り合って出ていた。原水禁

国民会議議長で1月25日 に92歳 で亡 くなった

森滝市郎さんのお別れの会のことだが、こう

して並んだときでもやはり 「雅子 さま」の方

が親 しみがこもっているといえるのであろう

か。

『乾 日』の動詞にハ ダカ形が多 くなってい

たのは、偶然ではなく、意図的に避けている

からであることがわかった。『毎 日』『日経』

で、このことに関する編集方針は記事にされ

てはいないようだが、59年 との比較の結果か

ら動詞部分の敬語を減 らそうとしているらし

いことは窺える。

一方で 『産経』『読売』 は59年 より多 く尊

敬形を使うようになっていた。これらか ら、

敬語の使い方の新聞間の差が広がって きてい

るとい う事実がわかったのである。
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